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　ガラス製品が貴重であった弥生
時代に、ガラス製の勾玉や管玉な
どを入手することができた人々が
湖山池南岸にいました。
　松原地区の発掘調査で見つかっ
た弥生時代のガラス製品について
紹介します。

　現代の私たちの身の回りにはガラス製品があふれていて、特に珍
しいものではありません。しかし、昔の人々にとっては身近なもの
ではなく、今のようにガラスが見慣れた物になったのは明治時代以
降といってもよいでしょう。
　では、日本にガラスが伝わったのはいつなのでしょうか。確かな
ことは分かりませんが、弥生時代前期終わり頃（約 2,300 年前）に
は中国から日本にもたらされていたようです。透明感があり、光り
輝くガラス製品は当時の人々を驚かせ、魅了したことでしょう。
　それでは、現在の鳥取県に伝わったのはいつなのでしょうか ? 鳥取県における最古のガラス製品は
湖山池南岸にある松原田中遺跡（平成 22 年度調査）で見つかった弥生時代中期後半頃（約 2,100 年前）
の青緑色をしたガラス製管玉です。
　松原田中遺跡の東側約１㎞にある弥生時代後期前半（約 1,900 年前）の墳丘墓（弥生時代の土を盛っ
たお墓）である松原１号墓からは、ガラス製の勾玉が 19 点、管玉や小玉が計 1,200 点近く見つかって
おり、貴重なガラス製品を多数保有できる有力者が居たことが分かりました。また、現在発掘調査を行っ
ている松原田中遺跡でも、青色のガラス製勾玉が見つかっています。詳しい時期は分かりませんが、
弥生時代のものの可能性があります（写真参照）。
　これらのガラス製の玉類は、いったい誰が作り、どこから、どのような人の手を経て運ばれてきた
のか。想像は膨らむばかりです。
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湖山池

（上）遺物の展示状況

（下）盛土２区第５面の掘立柱建物跡
赤：確定　黒：検討中

（上）屋内展示・解説の様子

（下）調査区での説明の様子


